
最終成果報告 
同志社大学プロジェクト科目 

『小学生のための能楽入門プログラムの開発と研究』 

（春秋連結科目）



「小学生のための能楽入門プログラムの開発と研究」 

p 小学生「向けの」ではなく「ための」 

p 汎用性のあるプログラム開発 

→Web上での公開 

p プログラムのコンセプト 

→「将来の愛好家の卵を育てる」



n なぜ「能」か 

・「能楽」＝能＋狂言 

・「感性」の芸術 

→「能はわかりにくい」という先入観 

n なぜ「小学３年生」か 

伝統芸能に対する抵抗感・先入観がない 

⇒対象を絞り、能を身近に感じるプログラムに



「能プロ」の位置づけ 

【能プロ】 

プロデューサー 

コーディネーター 

→それぞれをよく知ることで、 

柔軟なプログラム作りが可能 

＜同志社小学校＞ 
児童（小３・６０名） 

教員 
保護者 

能 
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■実施したワークショップ 

◇第１回WS・・・「ハロー！能楽～能を体験しよう」 

・能との出会い 

・頭で、体で感じる能 

・アウトプット 

◇第２回WS・・・「つながる ふくらむ能の世界 

～見つけよう 能の魅力」 

・能楽師との交流 

・「観察」 

⇒２度のワークショップを行うことで、 

能との距離を段階的に縮めることができる
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７・２６ 
第１回 
WS 

１・１０ 
第２回 
WS 

Webサイト作成 

総括・研究 総括・研究 

８・２８ 
～２９ 
企画 

プレゼン 
合宿 

５・１９ 
企画 

プレゼン 
大会 

６・２ 
第１回 
小学校 

企画会議 

７・１８ 
第２回 
小学校 

企画会議 

１１・３０ 
第３回 
小学校 

企画会議 

５・８ 
同志社タイム 

手伝い 

６・２６ 
授業参観

７・１１ 
小学校下見 

１２・１３ 
クリスマス礼拝 ２・１９ 

佛教大学訪問 

２・１９ 
同志社小訪問 

１・２８ 
能楽師さんとの 

懇談会 

ＷＳ準備 ＷＳ準備




